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 　 　　　　　　　　　関係代名詞－復習


　中学３年生で「関係代名詞」を学習してきました。先行詞の種類によっていくつかの関
係代名詞がありました。また，代名詞ということから，格変化もありましたね。主格－所
有格－目的格のように。
　高校英語では今回，ＷＨＡＴというものが登場してきました。今回はこれまでの関係代
名詞を復習し，次号でＷＨＡＴについて検討することにしましょう。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ            
　　　　　　
⑴　関係代名詞とは？
　関係代名詞は，基本的に２つの英文を１つにする際に用いられる言葉でした。基本的な
作業で確認しておきましょう。以下の２つの英文を１つにする作業です。　
　⒜ This is a book.   I wanted to read the book. 
どのような作業工程をたどったでしょうか？
　①それぞれの英文で同じものを探す（a bookとthe book=it)。
　②その代名詞は何格か？（it：目的格）また人間かそうでないか。（⇨人間以外）
　③「人間」ならばｗｈｏ〔およびその変化〕，人間以外ならばｗｈｉｃｈ〔およびその
　　変化〕。
　以上をまとめると，⒝のようになります。
　⒝ This is a book which I wanted to read. 〔目的格の関係代名詞〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○この場合は省略ができました。
⑵　種類と先行詞
  一般に，次のような表でまとめられていましたね。
　
　
　

 　主　格
 　所有格
 目　的　格
 　


 　人　間
 　ｗｈｏ
 ｗｈｏｓｅ
  ｗｈｏｍ



 人　以　外
 ｗｈｉｃｈ
 ｗｈｏｓｅ
 ｗｈｏｓｅ



 人とそれ以外
  ｔｈａｔ

  ｔｈａｔ



























　例文は省略いたします。
⑶　関係詞節の働き
　関係代名詞は「先行詞」を修飾する働きがありました。
　This is a book which I wanted to read. 



「先行詞」の種類は原則として，名詞・代名詞(主としてsomething,anything,nothing,etc) 
です。例えば名詞を修飾できるものは「形容詞」です。従ってこの関係代名詞を用いた節，
「関係詞節」の働きは「形容詞」ということになります。『形容詞節』ということ。
⑷　最重要チェック項目（関係代名詞の右側を見よ）
　「関係詞」で一番大切なことは何でしょうか？「先行詞」を見つけることでしょうか？
違います。関係代名詞を用いた英文を，元の２つの英文に戻すことができるようになって
いるかどうかなのです。これまでの英文にもう一度登場してもらいましょう。
　This is a book / which // I wanted to read. 
　　　　Ａ　　　　　Ｂ　　　　　　Ｃ
Ａの部分は１つめの英文です。それに文型の観点から考えてもなんら問題はありません。
では，Ｃの部分はどうでしょうか。「私は読みたかった」という意味だとはわかります。
では『何を』読みたかったのでしょうか？言い換えれば，readの『目的語』は何か？とい
うことです。Ｃの部分にはそれが書かれていません。つまり英文としてはおかしな英文に
なるのです。「おかしな英文」というのは，必要な文の要素が書かれていない，というこ
となのです。これでは元の２つめの英文を復元することは不可能です。そのために，Ｃの
英文で欠けていた要素（この場合は目的語）を関係代名詞（Ｂ）で補充しているのです。
これで２つめの英文が復元できるのです。一般的には以下のような形になっています。
　　　　先行詞＋関係代名詞＋不完全な文
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
●文修飾副詞　
　副詞は動詞，形容詞，副詞そして文を修飾します。次のように分類することが可能です。
　①語修飾副詞－単語の近くに置いて，単語（動詞や形容詞等）を修飾する
　②文修飾副詞－英文の最初に置いて，後続の英文の内容を修飾する。
教科書では②の『文修飾副詞』がでてきました。これは次のような言い換えと同じです。
　Happily he did not die.
= It was happy that he did not die.　(It = that he did not die)
　（彼が死ななかったのは有り難いことだった。有り難いことに，彼は死ななかった。）
〔注意〕同じ副詞でも，文末に置かれると，まったく意味が異なってしまいます。
　He did not die happily. （この場合，happily は手前の動詞[die]を修飾します）
意味は，「彼は幸せな死に方をしなかった」となります。難しい表現では次のように言い
ます。⇨　He did not die a happy death. （彼は幸せな死に方をしなかった）
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　前号では，これまでの関係代名詞についておさらいをしておきました。今号では新しい
語，ＷＨＡＴについて検討します。関係代名詞の使い方の点では，従来のものと大差はあ
りませんが，「先行詞を含む」という点では，大きな違いがあります。そのあたりに注目
しながらお読み下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ            
　　　　　　
⑴　ｗｈａｔの意味
　ＷＨＡＴが関係代名詞だと解釈されるためには次のことが必要です。
　①ｗｈａｔの後が不完全な文〔主要素が欠けている〕が続いている，
　②先行詞である名詞・代名詞(something,anything,...)がない，といったもの。
具体例で確認してみましょう。適当な関係詞を書きなさい，という問題です。
⒜（　　　　　）　Ｉ　ｗａｎｔ　ｉｓ　ｙｏｕｒ　ｌｏｖｅ．
　下線部に注目して下さい。（　　）の右側には「主語(I) ＋述語動詞(want)」が続いて
います。wantは他動詞ですから「目的語」がなければいけません。その目的語の代わりに
関係代名詞を補充することになります。「目的格の関係代名詞」です。whichか,whomです。
では先行詞は？この（　　）が文の先頭になっているのですから当然，先行詞はありませ
ん。その場合にｗｈａｔという語を関係代名詞として用います。
　意味は「～のもの・こと」と理解されます。
⑵　疑問詞との相違
　⒝，⒞の意味はどのように考えられますか？これまでに間接疑問文を学習しています。
⒝ I don't know what you want to eat. 
　（君が何を食べたいのかわからない）⇨間接疑問文としての意味です。〔whatは疑問詞〕
⒞ I want what you bought yesterday. 
　（君が昨日買ったものが欲しい）　　⇨関係代名詞。
●とりあえあず間接疑問文のｗｈａｔとして理解し，どうもうまくいかなければ関係代名
詞だあと理解すればよいでしょう。要はどっちだっていいんです。文の内容が通じれば。
⑶　ｗｈａｔ節の働き
　中学３年までの関係代名詞は先行詞を修飾することができました。つまり「形容詞節」
としての働きがあったわけです。しかし，ｗｈａｔの場合は修飾する先行詞がありません。
⒜の例文は次のようにまとめて大きな名詞と考えます〔名詞節〕。
⒜’
 Ｗｈａｔ　Ｉ　ｗａｎｔ
 　ｉｓ　ｙｏｕｒ　ｌｏｖｅ．

　 　　大きな主語〔名詞節〕　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　●ｗｈａｔの特徴　①先行詞を含む（ｗｈａｔ＝ the thing(s) which, that which ）
　　　　　　　　　　②名詞節としての働き
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
●形式主語構文
　次の⒝の日本文をそのまま英語にすると，⒞になります。
⒝ ステージでピアノを弾くことはとても楽しい。
　 To play the piano on the stage is very interesting. 　
　しかしこの下線部〔主語〕は語数も多く，人間でいえば「頭でっかち」の英文です。最
近は「小顔」が人気のようです。自分の顔までファッション化してしまう世の中なんて，
いったい・・・という感じです。
　頭でっかちの英文は見苦しい感じを与えます。そのために小さな頭を主語として置き代
えると⒞のようになります。
⒞ To play the piano on the stage is very interesting.


⒟　　　　　　  It is very interesting to play the piano on the stage. 
　　　　　 〔形式主語〕　　　　　　　　　〔真の主語〕
　◎形だけの主語なんですから，「それは」という訳を与えてはいけません。真の主語で
ある不定詞以下を最初に訳してゆきます。
⒠ It is necessary for you to take a walk every morning.
　（あなたは毎朝散歩をする必要があります。）
　○このItは, for you to take a walk every morningのことです。
　この形式主語（Ｉｔ）は不定詞を受けるだけではないのです。以下の例文を見て下さい。
⒡ It is no use crying over spilt milk. 　　　　　　〔It = 動名詞以下を受ける〕
　「こぼれたミルクに対して泣き叫んでも無駄だ。⇨覆水盆に返らず」
　○このItは後述の動名詞(crying over spilt milk)を真の主語としています。
⒢ It is necessary that you should take a walk every morning.
　（あなたは毎朝散歩をする必要があります。）（≒⒟）〔It = that節を受ける〕
●予測読みをしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　Ｉｔは代名詞です。それまでに書かれた名詞を代わりをする語です。しかし難しい英文
になればなるほど，後ろの内容を指していることが多くなります。文頭にＩｔが表れたら
後に，〔不定詞・動名詞・that節が続く〕と予測して読むようにしてみましょう。きっと
よい結果が得られます。
